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業績ハイライト

（単位：百万円）
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売上高 経常利益 / 純利益
（単位：百万円）

 売上高、利益ともに過去最高を更新
 当期純利益は6期連続で過去最高益を更新
 1株当たり配当額を 27円⇒32円 に増配
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連結業績の概要
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（単位：百万円）

売上高は、建築CAD事業、測量土木CAD事業ともに増加
営業費用は、主に人件費が増加

前期
当期

（実績）
対前期
増減額

対前期
増減率

当期
（計画）

売上高 9,970 10,902 +931 +9.3% 10,100

営業費用 6,855 7,215 +359 +5.2% 6,950

営業利益 3,114 3,687 +572 +18.4% 3,150

営業外損益 38 44 +5 +13.8% 30

経常利益 3,153 3,731 +577 +18.3% 3,180

特別損益 △8 － +8 － －

法人税等 1,136 1,307 +171 +15.1% 1,080

当期純利益 2,009 2,423 +414 +20.6% 2,100

営業利益率 31.2% 33.8%

売上高の内訳
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（単位：百万円）

前期 当期
対前期
増減額

対前期
増減率

ソフトウェア 5,591 6,034 +443 +7.9%

保守サービス 3,577 3,861 +284 +8.0%

商品 387 438 +51 +13.2%

その他 414 567 +153 +36.9%

合計 9,970 10,902 +931 +9.3%

 ソフトウェアは、建築・測量・土木ともに増収
 保守サービスも、建築、測量・土木ともに増加
 その他は、選挙関連で、前期は参議院選挙、当期は衆議院選挙があり、選挙規模の影響に

より増収



営業費用の内訳
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（単位：百万円）

前期 当期
対前期
増減額

対前期
増減率

人件費 4,543 4,691 +148 +3.3%

商品売上原価 313 362 +49 +15.6%

賃借料 371 372 +0 +0.2%

旅費交通費 301 331 +30 +10.0%

減価償却費 161 154 △6 △4.2%

ロイヤリティ 131 125 △5 △4.3%

外注費 125 127 +1 +1.4%

その他費用 907 1,049 +141 +15.6%

合計 6,855 7,215 +359 +5.2%

 人件費は、新入社員の採用により人員が増加
 商品売上原価は、商品売上の増加に伴い増加
 その他費用は、研究開発費696百万円、販売促進費146百万円等

セグメント情報
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（単位：百万円）

 建築CAD事業、測量土木CAD事業ともに増収増益

建築CAD 測量土木
CAD

調整額 合計

売上高 5,623 5,279 － 10,902

営業利益 1,529 2,171 △13 3,687

（単位：百万円）

建築CAD 測量土木
CAD

調整額 合計

売上高 5,053 4,917 － 9,970

営業利益 1,111 1,949 53 3,114

（参考：前期）



建築CAD事業
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（単位：百万円）

ソフトウェアは、経済産業省が実施したＩＴ導入補
助金の効果により増加

保守サービスは、加入件数が増加

その他は選挙関連サービスで、衆議院選挙が
あったため増加

前期 当期 増減額 増減率

売上高 5,053 5,623 +569 +11.3%

営業利益 1,111 1,529 +417 +37.5%

（単位：百万円）
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測量土木CAD事業
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（単位：百万円）

ソフトウェアは、 国土交通省が推進する
「i-Construction」及びＩＴ導入補助金の効果に
より増加

大手測量事務所に、測量システムの大口売上
が発生

保守サービスは、測量・土木ともに加入件数が
増加

前期 当期 増減額 増減率

売上高 4,917 5,279 +362 +7.4%

営業利益 1,949 2,171 +222 +11.4%

（単位：百万円）
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貸借対照表の概要
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（単位：百万円）

前期末 当期末 増減額

現金及び預金 9,740 6,269 △3,470

受取手形及び売掛金 1,704 1,620 △83

その他流動資産 801 921 +120

有形固定資産 2,558 2,513 △44

無形固定資産 49 51 +1

投資その他の資産 2,091 2,288 +197

資産合計 16,946 13,666 △3,280

前受金 1,833 2,111 +277

未払費用 693 742 +48

その他流動負債 1,877 1,709 △168

固定負債 295 342 +47

資本金、資本剰余金 3,727 3,727 －

利益剰余金 7,790 9,593 +1,803

有価証券評価差額金その他 727 △4,560 △5,288

負債純資産合計 16,946 13,666 △3,280

自己資本比率 72.3% 64.1%

キャッシュ・フローの概要
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（単位：百万円）

 営業活動によるキャッシュ・フロー
税引前利益3,731百万円、減価償却費155百万円、法人税等の支払額1,647百万円

 財務活動によるキャッシュ・フロー
配当金の支払額619百万円、自己株式の取得5,402百万円

前期 当期 増減額

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,729 2,707 △22

投資活動によるキャッシュ・フロー △89 △155 △65

財務活動によるキャッシュ・フロー △459 △6,022 △5,563

現金及び現金同等物の増減額 2,180 △3,470 △5,651

現金及び現金同等物の期末残高 9,740 6,269 △3,470



2019年3月期通期業績予想
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（単位：百万円）

当期（実績） 来期（予想） 増減率

売上高 10,902 11,080 +1.6%

営業利益 3,687 3,710 +0.6%

経常利益 3,731 3,740 +0.2%

当期純利益 2,423 2,430 +0.3%

1株当たり当期純利益 105円65銭 117円53銭

1株当たり配当金 32円 35円


